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概要
我々は従来より、人間の翻訳過程は、翻訳元文書
中の各部分がどのように翻訳されるかを検討する
段階と、それらを取捨選択し翻訳先文書を構成す
る段階とに大別され、前者のコンピュータによる
支援によって、翻訳者の創意を妨げずに翻訳の時
間的効率や品質の向上を図ることができると考え
てきた。我々が先に提案した「翻訳パレット」は、
この前者（「翻訳部品」準備作業）を、コンピュータ
と人間が協調して行うためのツールであったが、
本稿では、ここで準備した翻訳部品の使用に焦点
を当て、ユーザが翻訳部品を取捨選択し配列する
ことで翻訳先文書を構成することができるエディ
タを統合した、新しい翻訳統合環境を提案する。

1. はじめに
人間の翻訳者が行う翻訳には、多かれ少なかれ

「意訳」が含まれる。意訳とはすなわち、翻訳元文
書を出発点として、翻訳者が「何を書くか」を（あ
る意味元文書を逸脱して）「決定」した結果であ
る。翻訳者がどのような内容をどのように翻訳先
文書として表現するかは自由であり、自らのセン
スを働かせ、自らの責任において判断する。
一方、執筆文書が翻訳である以上、いくら表現
方法は自由であるといっても、当然のことながら
その文書の内容は翻訳元文書に支配されている。
例えばニュース記事の翻訳において、「誰がどこで
何をした」という事実は、この事実の一部もしく
は全部を省略したり、大幅な補足を加えたりして
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翻訳されることはあっても、『誰』『どこ』『何』を
まったく別のものにしてしまうことはないであろ
う。そして『誰』『どこ』の翻訳にはそれほど創意
工夫の介在の余地はない。
このように、人間の翻訳作業は、翻訳元文書中

の各部分をどのように翻訳するかという、翻訳者
や意訳の度合の違いによってそれほどぶれがない
問題と、それらを取捨選択し翻訳先文書を構成す
るという、各人の技芸に属する問題とに大別でき
ると考えられる。
我々は先に、この 2つの次元の作業を分離する

翻訳作業の進め方を提唱し、放送ニュース翻訳者
向けに、前者の作業、すなわち翻訳元文書中の各
部分の翻訳である「翻訳部品」の準備をコンピュー
タによって支援する翻訳支援ツール「翻訳パレッ
ト」を提案した [3]。ユーザである翻訳者は翻訳先
文書の執筆に先立って翻訳パレットを利用する。
翻訳パレットは翻訳元文書を解析して自動的に調
査を行い、翻訳部品を提案する（ユーザの指示に
応じて調査を行い翻訳部品を準備することもでき
る）。この準備作業の後、ユーザは準備された翻
訳部品を適宜使いながら翻訳先文書を執筆する。
システムによる翻訳部品の提案を採用するかどう
かは完全にユーザの自由であるから、システムは
ユーザが翻訳先文書の内容を決定する自由を妨げ
ることがない。ユーザは翻訳にかけられる時間が
少ない時には提案を積極的に導入し、時間に余裕
がある時には提案内容をより吟味するなど、シス
テムと柔軟な協調を行うことができ、結果として、
システムが翻訳作業の時間的効率化や翻訳品質の
向上に寄与することが期待できると考える。
先に提案したツールは、もっぱら翻訳部品の準

備に着目して実装したため、準備された翻訳部品
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図 1 統合翻訳環境・新「翻訳パレット」プロトタイプ

を使用して翻訳先文書を執筆することを支援する
観点に欠けていた。そこで本稿では、ユーザが翻
訳部品を適宜選択し配列することで翻訳先文書の
執筆を進めることができる翻訳エディタを統合し
た翻訳統合環境・新「翻訳パレット」を提案する。
本システム上で、ユーザは選択・使用した翻訳部
品の使用状況やその他翻訳元文書中の内容の取捨
を容易に把握することができ、ユーザが翻訳先文
書の内容を決定していくのに役立てることができ
る。本稿では、今回実装した新「翻訳パレット」プ
ロトタイプの機能を説明し、今後の展望を述べる。

2. 翻訳エディタを統合した統合翻訳環
境・新「翻訳パレット」

本稿で提案する統合翻訳環境・新「翻訳パレッ
ト」（以後、単に新「翻訳パレット」と呼ぶ）のプ
ロトタイプ画面を図 1に示す。
新「翻訳パレット」は、先に提案した「翻訳パ
レット」（以後、単に旧「翻訳パレット」と呼ぶ）と
同様に、翻訳元文書を読み込むとユーザに先立っ

て以下の処理を行い、結果を「翻訳部品」として
ユーザに提示する1。

1. 日本語文書中から調査したい表現を発見
（現状は固有表現抽出器を用い、・め・ず・ら・し・い固有
表現を調査対象に認定）

2. 1.をさまざまな情報資源（電子辞書、対訳用
例、Web、etc.）から検索
（現状は各種電子辞書、NHK 日英対訳ニュース
データベース、GoogleによるWeb検索が対象）

3. 2.の結果中から有用な英語表現を抽出
（現状は各種電子辞書からのみ対訳表現を抽出）

上記の処理の具体的内容については、旧「翻訳パ
レット」に関する文献 [3]を参考にされたい。
以後では、新「翻訳パレット」で追加・変更さ

れた各機能を説明する。

1 以後日英翻訳の支援環境を例に説明するが、手法は言語
に依存しない。



図 2 翻訳部品の選択肢一覧

2.1 翻訳部品の提示方法
システムが自動的に提案する翻訳部品、および、
ユーザの指示に応じて調査を行い準備した翻訳部
品の提示は、旧「翻訳パレット」では一括してパ
レットエリアに表示されていたのと異なり、翻訳
部品が対応する日本語文書中の各表現上に結びつ
けて表示される（図 1(a)）。これは、ユーザが使用
したい翻訳部品を探し出しやすくするため、そし
て、翻訳部品の使用状況（2.4節参照）を対応する
日本語文書中の表現の出現と結びつけて把握しや
すくするためである。
一方、直接日本語文書中の表現と結びつかない
翻訳部品をユーザが作成することもできる。これ
らはウィンドウ上の任意の場所に配置することが
でき、自由に動かすことができる。
2.2 提案された翻訳部品の吟味
ユーザは提案された各翻訳部品に対して、その
根拠（現状では表現の出自である辞書エントリ）
を参照することができる。また、辞書エントリか
ら他の候補となる訳語が得られる場合やその他の
辞書等の情報源からも候補を得られる場合、それ
らの選択肢を一覧してより気に入ったものを選択
することができる（図 2）。旧「翻訳パレット」に
おいては、システムが提案した翻訳部品に対し、
他の選択肢を参照することはできなかった。

2.3 翻訳エディタの導入
ユーザは、日本語文書に併置されている翻訳エ

ディタ（図 1(b)）を用いて英語文書を執筆する。
ユーザは表示されている任意の翻訳部品をマウス
でドラッグすることで、執筆中の英語文書中に導
入することができる。導入された各翻訳部品は色
によって翻訳部品であることが明示され、また各
翻訳部品はマウスでドラッグすることで、英語文
書中の任意の位置に動かしたり、文書外に取り出
したりすることができる（2.4節参照）。
2.4 翻訳部品の使用状況等の把握
表示されている各翻訳部品は、翻訳エディタ中

に導入することで「使用済」となる。使用済の翻訳
部品は対応する日本語表現とともに背景が灰色と
なって使用済であることを明示する。また、日本
語文書中の使用済翻訳部品および英語文書に導入
された翻訳部品上にマウスを重ねると、どの翻訳
部品が英語文書中のどこに使用されているかの対
応が色で把握できるようになっている（図 1(c)）。
一方、使用中の翻訳部品を文書外に取り出すと、
翻訳部品の使用状況は「未使用」に戻り、灰色の
使用済表示が解除される。
さらに、日本語文書中のある範囲の表現をユー

ザが選択し、まとめて「翻訳済」もしくは「不要」
として灰色に変更する機能も実装した（図 1(d)）。
これらの機能は、ユーザが英語文書の内容や構

成を考える際に、日本語文書のどの部分を取捨選
択したかを把握するのに役立つことが期待される。

3. 考察
影浦らの調査によると、翻訳者が翻訳時に用い

る情報参照ツールに求めるのは、「構造」が似通っ
た表現の翻訳に関する情報ではなく、具体的な入
力表現そのものの事例であり、かつ翻訳者が調べ
たいと思う表現の単位は語～熟語・慣用句～引用
句・連語程度にとどまるという [1]。これはすなわ
ち、翻訳者は、語や慣用句のような比較的小さな
部分の翻訳の決定にあたってはさまざまな情報を
参照したいが、それを超えた文章の組み立てレベ
ルの決定にあたっては他人の翻訳例はあまり参考
にならないと考えていると思われる。この調査結
果は、我々が提案しているシステムのコンセプト
である、翻訳部品の準備とその組み立てという 2
つの次元の作業を分離し、コンピュータは前者の



支援に注力するという方法論がうまく機能する可
能性があることを示唆していると考える。
その一方で、これまでに提案されている翻訳支
援システムの多くは構造の類似性に基づく類似用
例を何らかの形で使用しているものが多い（一例
として、[2, 4]）。このことは、やはり多くの（特に
熟練していない）翻訳者（我々自身も含めて）に
とって、文書を組み立てる作業には困難が伴い、
あるまとまりの表現に類似した表現がどのように
翻訳されたことがあるのかを知りたいという需要
があることを示唆していると思われる。今後、例
えば、非熟練翻訳者が学習用に用いる支援環境、
ひいては非熟練翻訳者が熟練した翻訳者により近
い翻訳を達成できる支援環境を実現する上で、類
似した翻訳用例をどのように扱っていったらいい
かについて、今後考えていきたい。

4. まとめ・今後の展望
本稿では、翻訳部品を適宜配置しながら翻訳先
文書の執筆を行う、翻訳エディタを統合した新し
い翻訳統合環境・新「翻訳パレット」について説明
した。新「翻訳パレット」は、翻訳先文書の執筆
に先立って準備された翻訳部品をストレスなく執
筆中の翻訳先文書に導入し、あるいは移動・削除
等の編集が行えることを意図して設計された。ま
た翻訳部品等の使用状況を把握する機能の実装に
より、ユーザが翻訳先文書の内容や構成を組み立
てることを支援できることが期待される。
今後は、このようなシステム設計の狙いが達成
されているかどうかを検証し、またシステムをど
のように改良していったらいいかを調査するため
に、実際のニュース翻訳現場の翻訳者に本システ
ムを試用してもらう予定である。また、各種電子
辞書以外の情報源から翻訳部品を自動提案するた
めに、日英対訳ニュースデータベースからの表現
対応の自動獲得の研究を進めており、次の機会に
報告したい。
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